
、

製
王
器
の
支
那
丈
化
こ
の
昔
語
を
語
ら
し
む
る
轡
型
、
鐡
器
、
焼

米
、
牛
馬
骨
導
の
急
騰
は
此
の
貝
塚
築
成
人
が
既
に
牟
ば
農
耕
時

代
に
入
れ
る
を
知
る
も
の
に
し
て
所
謂
、
金
石
並
用
期
に
厩
す
る

も
の
あ
る
こ
、
こ
を
明
に
し
、
該
貝
塚
築
成
の
民
族
ば
彼
此
の
比
較

研
究
に
よ
り
て
任
那
古
墳
築
成
人
の
組
を
な
せ
る
も
の
な
ら
ん
ぐ
」

推
せ
ら
れ
た
り
之
を
要
す
る
に
該
貝
塚
が
軍
に
南
鮮
の
圃
貝
塚
－
こ

し
て
の
意
義
に
止
ら
す
し
て
貝
塚
構
成
の
縄
鋤
年
代
は
文
化
、
人

種
等
に
於
い
て
内
地
の
後
期
石
器
時
代
即
ち
彌
生
式
系
統
の
も
の

ε
密
接
な
る
覆
蔵
を
有
す
る
黙
に
於
て
該
調
査
報
告
の
償
値
一
算

大
な
る
も
の
あ
る
を
蜷
ゆ
。
（
似
玉
堂
獲
費
定
慣
五
、
O
O
）

　
　
騨
石
川
縣
史
陵
名
勝
調
査
報
告
　
雛
一
韓

　
加
賀
能
登
繭
國
の
吉
幽
晦
蹟
を
含
む
該
報
告
書
第
一
輯
が
石
川

縣
よ
り
搬
行
し
た
る
が
其
の
内
容
は
本
文
七
十
六
頁
、
三
十
一
葉

の
岡
版
ミ
士
二
葉
の
實
測
面
ざ
を
以
て
し
、
石
器
、
古
墳
の
爾
編

に
分
ち
て
卵
管
し
た
り
。
前
者
に
於
て
は
就
中
、
白
岡
海
沿
岸
の

砂
丘
の
追
跡
を
響
け
た
る
は
丹
後
醜
平
等
の
癒
蹟
ざ
共
に
砂
丘
の

地
理
的
研
究
に
興
味
あ
る
も
の
な
り
。
後
者
に
て
は
編
者
上
田
三

帰
氏
の
獲
見
に
か
・
る
勅
使
村
の
法
皇
山
横
穴
群
の
も
の
を
主
・
こ

第
入
王
　
　
嚢
　
　
報

ず
べ
く
、
墓
制
事
忌
上
の
好
資
料
ご
す
べ
し
、
其
他
一
々
の
強
蹟

竪
物
に
就
き
て
は
精
密
な
る
實
測
圃
S
圖
版
ミ
に
待
っ
て
窺
ふ
べ

く
櫛
編
考
が
襲
に
薦
井
縣
に
於
て
上
下
二
冊
を
唐
7
0
成
し
た
る
努
力

は
叉
た
本
書
に
見
る
べ
し
、
た
攣
慧
憾
ミ
す
る
は
遣
跡
分
布
地
國

類
の
挿
入
な
き
爲
に
特
に
翠
煙
の
如
き
地
形
の
も
の
に
て
は
本
丈

其
他
噛
こ
の
封
照
に
明
瞭
を
響
く
鮎
な
り
。
さ
れ
㍗
ご
近
時
所
謂
裏
日

本
に
於
け
る
古
代
遣
繰
の
照
々
究
明
さ
れ
勢
ひ
鋤
簾
の
諸
國
ミ
の

交
渉
を
云
々
せ
ら
る
遇
時
に
塗
り
本
書
の
公
に
せ
ら
れ
た
る
こ
ε

は
斯
界
の
爲
慶
賀
す
べ
き
こ
ざ
な
り
。
（
石
川
縣
品
行
、
非
費
晶
）

〔
以
上
島
田
〕

彙

報

　
　
醗
京
都
絵
具
大
學
講
演
會

　
京
都
帝
國
大
學
主
催
第
十
四
回
講
演
會
は
來
八
月
一
日
よ
り
八

日
ま
で
の
間
、
京
都
帝
國
大
堺
に
於
て
開
催
さ
る
・
筈
で
あ
る
が

講
演
題
目
中
、
歴
史
及
び
地
理
に
關
係
あ
る
も
の
は
左
の
通
り
。

な
ほ
聴
講
希
望
者
は
七
月
二
十
日
ま
で
に
同
會
宛
に
申
込
ま
る
べ

第
三
號
　
　
一
五
三
　
（
五
一
五
）



第
八
巷
　
鋸
　
　
飛

し
ミ
。

　
嘱
、
十
干
の
用
語
　
　
　
　
丈
學
部
教
授
　
吉
澤
義
期

　
幅
、
藝
衛
鳳
輿
　
　
　
　
文
學
部
壁
際
授
　
植
田
講
藏

　
一
、
臼
本
祉
會
史
　
　
　
　
維
濟
學
部
敏
授
　
本
庄
榮
治
郎

右
の
外
、
會
期
中
に
科
外
講
演
が
開
か
れ
る
（
夜
間
）
、
そ
の
中
歴

史
及
び
地
理
に
關
…
係
あ
る
も
の
は
左
の
通
り
。

　
一
、一

、
叫
、

北
朝
鮮
火
山
岩
地
方
の
風
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
部
教
授

本
邦
並
隣
邦
に
於
け
る
鑛
業
資
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
學
部
歌
授

支
那
の
古
禮
ミ
原
始
就
會
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
部
長
教
授

小
獅
琢
治

井
出
健
六

小
島
費
途

　
　
磯
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
生
誕
こ
百
年
記
念
會

　
経
雪
垣
の
鼻
組
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
誕
二
百
年
量
子
會
が
京

都
帝
國
大
學
且
且
魚
町
の
主
催
で
去
六
月
五
旦
悪
言
帝
國
大
量
で

開
か
れ
た
。
當
日
の
講
演
及
び
喜
喜
圃
書
の
主
要
な
る
も
の
左
の

通
り
。

ゆ
　
　

講
演

　
　
　
　
　
　
　
餓
卍
三
藩
仙
　
　
　
一
五
悶
一
　
（
五
一
六
）

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
輝
　
　
法
學
士
本
庄
榮
治
郎

　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
の
著
作
　
　
　
法
學
博
士
　
河
上
　
肇

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
畢
識
の
根
梅
S
し
て
の
贋
値
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
學
士
恒
藤
．
恭

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ろ
こ
コ
ン
シ
ヤ
ッ
ク
の
償
値
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
學
博
士
田
島
錦
治

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
慮
欧
策
の
見
地
ミ
自
然
虫
義
槻
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
學
博
士
　
河
田
嗣
郎

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
租
税
原
則
　
法
帖
博
士
　
紳
田
正
雄

ゆ
や
　
り
　
　

出
陳
圏
書

第
圃
類
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
論
著
著
簡
及
ひ
傳
記

　
≦
。
p
費
。
h
山
里
。
湧
H
・
。
昌
卿
9
ポ
鳥
ま
奮
齎
一
同
。
。
器
十
口
｝
衛
。
謬

　
卜
。
琶
一
日
謡
g
童
蘭
昌
。
。
㎏
・
製
織
・
諺
倒
同
”
㈹
彰
。
簿
。
陶
p
。
Q
ぎ
肖
轡

　
窯
碧
蕊
。
ユ
讐
餌
暴
託
剛
毛
ぴ
図
　
三
ヨ
ω
○
隅
冒
9
0
　
助
命
H
凝
い
も

　
鎗
。
毛
p
3
≦
o
井
3
＜
巳
月
く
”
（
蛍
。
金
毛
露
8
一
レ
自
⑦
ヨ
9
H
。
・
o
h
》
臼
ヨ

　
も
奄
ヨ
凶
窪
・
い
・
い
b
●
o
h
　
≦
一
同
一
睡
旨
　
閑
。
ぴ
鶏
溌
o
ρ
　
b
。
U
。
　
讐
廷
。
幽

　
↓
ぎ
出
盤
男
⑦
蒼
U
●
U
●
）
国
象
呂
。
霞
σ
Q
剴
鳳
。
。
＝

第
二
類
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
關
係
あ
る
和
書



　
為
川
暎
作
課
冨
國
論
・
石
川
暎
作
課
粉
蒔
鳥
撃
要
ス
ミ
ス
・
ミ
同

　
畔
代
の
日
本
の
纏
濟
書
数
種

第
三
類
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
に
關
す
る
H
記
A
芯
物

　
　
⑧
史
學
研
究
會

例
會
　
五
月
五
日
午
後
一
時
牟
よ
り
文
學
部
第
五
敏
室
に
て
開

催
、
左
の
講
演
あ
り
爽
會
春
三
十
偽
名
、
午
後
五
時
散
會
せ
り
。

　
一
、
『
詩
』
に
児
は
れ
た
る
周
代
の
鰹
濟
妖
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
算
蝋
鱒
壮
小
島
砧
編
需

　
溝
書
食
貨
坐
骨
語
等
に
は
後
世
の
思
想
入
れ
る
故
信
す
べ
か
ら

ざ
る
も
、
金
石
文
歌
詫
、
醜
甲
文
等
は
根
本
史
料
に
し
て
信
要
す

べ
き
こ
ミ
よ
り
、
醐
代
に
農
業
を
露
ん
ぜ
し
こ
ミ
は
爾
風
七
月
詩

周
碩
載
菱
、
良
鵜
の
詩
に
見
え
、
商
業
の
こ
S
は
谷
風
の
詩
に
徴

し
そ
の
行
は
れ
た
る
こ
霊
は
明
な
る
も
金
属
岱
鰍
叩
通
用
の
七
難
無

く
、
物
々
交
換
な
り
し
こ
霊
、
而
も
詩
に
見
ゆ
る
重
農
の
風
は
職

域
時
代
の
電
磁
派
の
主
義
ε
は
異
な
り
て
、
後
者
が
の
小
工
搬
者

を
慶
す
る
爲
ミ
富
國
彊
兵
の
爲
ざ
の
重
農
な
る
に
反
し
、
葡
者
は

農
業
其
自
身
を
重
ん
ぜ
し
も
の
に
し
て
、
從
っ
て
井
田
法
、
五
翠

蔓
の
論
は
孟
子
の
理
論
発
出
槻
ろ
べ
く
、
叉
貧
者
の
富
者
に
涌
す

第
八
巻
　
　
漿
　
　
報

る
不
李
は
伐
檀
、
謙
譲
、
北
山
の
諸
篇
に
見
ゆ
る
こ
ミ
を
論
ぜ
り

　
一
、
逞
羅
の
日
本
町
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
文
學
博
士
　
新
村
　
出
君

　
日
本
ミ
遥
羅
ミ
の
關
係
は
我
が
南
北
朝
に
初
ま
り
、
高
麗
愛
恭

護
王
の
條
に
日
本
尺
が
五
百
入
傭
兵
ミ
な
り
て
遽
羅
の
爲
緬
句
軍

を
防
ぎ
し
記
載
あ
り
。
倭
冠
の
南
に
瓢
醸
せ
ら
れ
し
爲
に
天
正
年

聞
に
は
日
木
人
の
彼
地
に
渡
り
し
者
多
か
り
し
が
如
く
、
彼
地
に

於
け
る
日
本
入
部
落
の
存
在
は
虫
田
長
政
の
生
れ
た
る
天
正
＋
九

年
以
葡
な
る
天
正
初
年
よ
り
其
の
痕
適
あ
り
て
長
政
を
促
す
素
地

を
作
れ
り
。
而
し
て
日
本
町
の
名
樗
の
確
認
な
る
初
見
は
楽
髪
國

風
土
軍
記
巻
二
の
記
載
に
し
て
、
之
は
長
政
の
部
下
な
る
下
原
五

郎
八
が
日
本
町
の
軍
中
に
て
書
き
た
る
も
の
ミ
謂
ふ
Q
延
齢
頃
の

文
磐
に
住
班
菓
ミ
あ
る
は
日
本
町
在
住
の
某
が
意
味
な
り
。
　
銅

く
鋤
制
づ
＆
口
の
東
方
諸
國
記
第
三
冊
の
第
二
に
こ
の
事
散
見
せ
る
が

こ
れ
文
藤
前
後
の
事
情
な
る
べ
し
、
其
の
地
黒
は
以
て
當
縛
の
日

本
町
の
位
置
を
知
る
べ
き
が
、
臼
木
町
ε
し
て
は
嚢
頽
時
代
の
事

情
に
直
す
る
委
細
よ
り
、
雲
霧
口
記
に
兇
ゆ
る
坤
釆
耶
惇
の
名
辮

は
0
6
露
語
卍
二
面
に
て
夷
人
親
誤
長
の
縦
な
ら
む
こ
ε
を
論
思
せ

策
三
號
　
　
　
一
五
五
　
（
五
圃
七
）



第
八
巷
　
　
彙
　
　
報
，

わ
。
な
ほ
詳
細
は
本
誌
研
究
欄
を
銘
説
す
べ
し
。

　
　
⑳
讃
　
　
史
　
　
會

例
▲
曹
　
三
月
二
十
三
日
午
後
六
時
よ
り
畢
生
集
帯
揚
に
於
て
浦

和
高
等
墨
∴
校
及
び
第
五
高
等
學
校
に
赴
任
せ
ら
る
べ
き
桑
原
鈴
木

雨
學
士
並
び
に
本
年
度
卒
業
生
中
村
井
川
爾
氏
の
識
別
を
余
ね
野

蚕
開
催
、
患
庸
者
三
浦
敏
授
、
牧
、
富
森
、
桑
原
、
鈴
木
學
士
、

牧
野
、
源
、
森
下
、
中
村
、
井
川
諸
馬
及
び
加
藤
、
佐
古
、
勝
峰

徳
璽
の
諸
學
生
な
り
き
先
づ
井
川
中
村
爾
志
は
卒
業
論
丈
の
梗
概

を
蓮
べ
ら
れ
こ
れ
に
封
し
て
三
浦
数
授
の
撹
評
あ
り
次
で
途
馴
會

に
移
る
三
浦
歎
授
及
び
幹
事
の
迭
別
の
群
に
次
で
桑
原
琉
の
挨
拶

あ
り
、
一
岡
亦
交
々
起
っ
て
其
感
想
を
蓮
べ
十
痔
散
制
せ
り
虚
日

の
講
演
要
旨
左
の
如
し
。

　
一
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
佛
敏
界
の
革
新
蓮
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
定
慶
需
、

　
徳
川
氏
は
佛
敏
を
利
用
し
て
基
督
教
の
取
締
を
旧
し
た
る
結
果

佛
教
の
隆
盛
噌
こ
共
に
堕
落
を
も
招
致
し
其
の
反
動
書
し
て
延
寳
元

隷
頃
よ
り
革
新
蓮
動
起
れ
り
天
台
眞
言
の
戒
律
革
新
華
嚴
宗
の
猫

立
あ
り
敏
學
復
興
し
て
壇
林
學
林
の
開
設
あ
り
叉
浮
土
宗
の
雅
行

第
三
號
　
　
　
五
六
　
（
五
…
八
）

排
斥
運
動
鎭
西
派
西
出
派
及
び
灘
宗
に
於
け
る
曹
慰
書
濟
の
復
古
、

蓮
動
あ
り
し
こ
ミ
よ
り
其
敷
果
に
つ
い
て
述
べ
ら
る
。

　
嚇
、
近
世
斑
版
法
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
喜
代
三
君

　
先
づ
李
安
朝
よ
り
室
晦
博
代
迄
の
萬
版
界
を
概
観
し
次
に
徳
瑚

畦
代
の
醗
版
界
及
び
掲
版
物
取
締
鋸
葉
を
数
項
に
分
ち
て
詳
説
し

其
公
法
的
解
版
法
規
を
、
へ
一
）
政
治
關
係
、
（
二
）
風
俗
閥
係
、
（
三
）

宗
敏
關
係
、
（
履
）
特
殊
な
る
も
の
・
四
項
に
分
ち
て
論
蓮
し
て
野

離
的
嵩
版
法
に
及
ぼ
し
、
患
版
棲
は
多
少
保
護
せ
ら
れ
た
れ
一
こ
も

著
作
椹
は
全
く
無
籍
せ
ら
れ
た
り
S
蓮
べ
最
後
に
点
て
手
芸
法
及

び
野
里
に
慰
す
る
規
定
を
論
ぜ
ら
る
σ

例
會
　
四
月
三
十
日
午
後
六
時
よ
り
新
入
會
員
の
救
迎
を
兼
ね

墨
生
集
會
所
に
て
瀾
催
。
三
浦
歎
授
、
西
田
轡
虫
授
、
中
村
講
師

牧
、
中
村
雨
二
士
、
井
川
、
加
藤
、
佐
古
、
勝
峯
、
三
浦
、
由
本

徳
重
、
鈴
木
、
山
中
等
の
諦
君
鵠
席
。
左
の
講
演
あ
り
た
ろ
後
之
・

に
鋤
す
る
全
周
あ
0
。
終
わ
に
中
村
講
師
よ
り
本
棚
の
趣
旨
沿
革

を
述
べ
て
十
時
過
散
會
せ
り
。

　
一
、
征
盤
割
停
頓
の
蚊
翻
　
　
文
學
博
士
　
三
浦
澗
行
燈

　
豊
公
の
征
鮮
役
は
國
実
上
の
大
事
件
に
し
て
、
・
當
時
國
を
繋
ぴ



9

て
之
に
熟
着
し
た
る
も
之
が
不
成
功
に
終
り
た
る
は
、
圭
ミ
し
て

此
の
外
征
を
以
て
國
内
戦
の
延
長
な
の
S
考
へ
た
る
秀
吉
の
計
講

の
遣
算
に
基
く
こ
ε
を
’
最
近
新
た
に
得
ら
れ
た
る
菊
亭
家
の
記

録
等
に
嫁
り
て
立
誰
し
、
秀
吉
名
護
屋
に
至
る
翌
H
よ
り
船
舶
の

不
足
に
苦
し
み
た
ろ
こ
S
其
他
給
與
の
行
き
祝
ひ
、
兵
員
の
不
足

等
の
事
實
を
指
摘
せ
ら
れ
、
最
後
に
杉
村
少
將
の
「
軍
事
的
批
判

豊
太
閤
覇
鮮
役
」
の
こ
れ
に
關
す
る
所
論
の
批
判
を
以
て
結
ば
る
。

　
一
、
隊
洲
に
於
け
る
史
蹟
の
保
存
文
學
士
西
田
直
二
郎
君

　
戦
後
の
駄
洲
に
は
遣
跡
保
存
の
蓮
動
新
た
に
起
り
居
れ
り
。

u
露
大
學
の
甲
。
幽
Ω
・
謬
聾
の
「
西
部
導
線
の
美
術
青
書
の
歌
態
」

「
世
界
大
職
ミ
美
術
保
護
」
は
こ
の
宣
傳
の
た
め
に
現
は
れ
し
薯
書

な
動
。
而
し
て
懸
物
保
存
に
は
三
階
段
あ
り
、
個
入
の
嗜
好
の
劉

象
ミ
し
て
保
存
す
る
こ
ε
、
民
族
の
生
活
國
土
の
自
然
ご
關
糾
し

て
保
存
す
る
こ
ミ
、
及
び
毬
．
毛
げ
。
H
。
書
し
て
當
時
の
文
化
座
活

を
考
ふ
る
材
料
に
保
存
す
る
こ
ミ
こ
れ
な
り
。
其
の
代
表
的
の
例

は
南
猫
の
閃
。
耳
門
げ
霞
σ
q
市
に
し
て
、
中
世
の
そ
の
豪
瓦
を
保
存

し
、
毎
年
一
回
市
民
全
般
が
中
世
の
歴
史
に
因
み
た
る
風
俗
劇
を

行
ふ
。
○
山
。
ぢ
暮
㈹
霞
に
も
中
世
の
村
の
生
活
を
表
は
す
べ
イ
ジ
エ

第
入
場
　
　
彙
　
　
報

ン
ー
・
を
行
ふ
庭
あ
り
。
こ
れ
等
は
最
近
の
文
化
史
の
傾
向
に
癒
す

る
も
の
な
り
云
々
ミ
て
其
將
來
に
係
る
撒
多
の
關
係
証
書
紬
葉
書

等
を
示
さ
れ
た
り
。

　
　
働
支
　
那
學
會

　
歓
迎
會
、
新
入
學
生
及
び
新
任
三
高
教
授
湯
淺
廉
…
塩
湖
の
入
禽
興

を
機
ミ
し
て
五
月
十
日
午
後
五
時
よ
り
京
都
帝
國
大
重
々
生
集
會
「

揚
に
て
念
望
會
を
開
け
の
先
づ
左
の
講
演
あ
り
。

　
叫
、
支
那
訪
書
士
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
紳
田
喜
踊
郎
君

　
一
、
所
　
　
　
感
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
狩
野
直
喜
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
來
會
者
三
十
繋
駕
晩
餐
を
共
に
し
午
後
九
時
散
試
せ
り
。

　
　
囎
滋
賀
縣
高
島
郡
史
料
展
覧
會

　
郡
史
編
纂
の
爲
に
，
昨
年
以
來
郡
内
の
史
料
蒐
集
中
な
り
し
滋

賀
縣
高
島
郡
に
在
り
て
は
、
三
月
二
十
六
二
十
七
爾
臼
今
津
小
學

校
に
於
て
、
之
が
第
一
回
史
料
亭
号
會
を
開
催
、
公
衆
の
配
下
に

供
せ
り
。
今
云
為
陳
列
品
の
主
な
る
物
を
報
導
せ
ん
に
、
天
長
二
’

年
建
仁
二
年
同
三
年
元
久
二
年
及
承
久
四
年
等
の
奥
書
あ
る
大
般

若
経
を
始
め
ε
し
て
、
蕪
閾
關
係
文
書
に
於
て
は
、
弘
安
三
年
並

に
元
享
二
年
の
補
任
歌
、
、
永
享
五
年
の
色
盛
庄
山
論
裁
許
飲
、
特

第
三
號
　
　
一
五
七
　
（
五
一
九
）



箪
八
二
　
　
彙
　
　
報

に
山
門
の
所
領
た
り
し
饗
庭
木
津
庄
に
關
す
る
建
保
四
年
延
暦
寺

政
所
下
文
案
、
慮
永
十
三
年
施
行
積
弊
十
六
年
宗
砧
墨
書
燃
、
同

二
十
四
年
最
全
目
安
、
革
製
牽
三
年
海
胆
護
妖
、
萌
慮
永
壁
織
永

享
藤
に
渡
る
費
劣
、
天
文
十
三
年
山
門
掟
書
、
天
正
三
年
磯
野
丹

波
守
下
知
歌
、
慶
長
二
年
前
組
玄
以
下
艶
歌
、
以
下
享
保
に
至
る

迄
凡
て
数
十
通
の
饗
庭
文
書
は
、
同
士
の
内
外
開
係
を
明
に
す
べ

き
貴
重
な
る
資
料
た
る
べ
く
、
其
他
徳
治
三
年
及
丈
和
三
年
の
八

王
子
棲
現
八
講
勤
仕
附
、
慮
永
三
十
年
定
書
御
掛
八
講
法
式
、
天

正
十
一
年
秀
吉
書
歌
、
文
藤
三
年
同
朱
印
献
、
天
正
十
年
半
朋
長

秀
嵜
蓮
妖
、
圃
十
一
年
の
嗣
知
行
宛
行
状
、
慶
長
七
年
検
地
帳
、

及
多
数
の
三
浦
講
關
孫
丈
書
華
墨
参
考
に
供
せ
ら
る
べ
き
物
少
か

ら
す
。
就
中
海
津
の
海
女
に
醸
す
る
幸
藏
圭
宛
五
月
七
日
附
の
秀

書
潰
息
は
、
極
め
て
短
文
な
れ
哨
こ
も
、
一
両
に
は
海
津
の
歴
史
を

物
語
り
、
他
而
に
は
英
雄
の
祷
緒
躍
如
た
る
も
の
あ
り
て
頗
る
興

味
深
く
、
明
治
五
年
の
文
字
あ
る
湖
上
丸
竜
馬
は
、
琵
琶
湖
交
癒

史
上
絶
好
の
記
念
物
た
る
べ
し
。
氷
郡
史
ミ
は
直
接
の
斑
斑
な
き

も
、
近
藤
蚕
藏
筆
ミ
傳
ふ
る
極
彩
色
四
十
葉
よ
り
成
る
ア
イ
ヌ
岡

譜
は
、
ア
イ
ヌ
研
究
者
に
取
り
て
は
決
し
て
晋
過
し
難
き
珍
品
な

第
三
號
　
　
｝
玉
入
　
（
五
二
〇
）

ら
ん
．
．
猫
賜
鄭
は
文
化
夙
に
開
け
，
且
越
繭
若
姫
路
の
要
衝
Σ
し

て
榮
、
義
脚
る
土
地
な
る
を
以
て
、
冷
後
干
寛
會
の
回
を
重
ぬ
る
に

從
ひ
て
、
経
濟
脳
漿
園
史
等
諸
種
の
方
颪
に
以
て
、
有
盆
な
る
史

料
の
獲
見
公
表
あ
る
べ
し
ミ
期
待
せ
ら
る
。

　
　
⑳
名
古
屋
温
故
會

　
本
膳
其
の
後
の
業
績
一
図
を
報
薫
せ
ん
に
昨
年
愛
知
縣
に
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
會
の
設
立
せ
ら
る
・
や
、
會
罪
悪
よ
り
若

山
善
三
郎
、
中
島
難
曲
の
爾
巨
峯
調
査
委
員
を
囑
托
せ
ら
れ
、
侮

年
末
必
す
報
告
書
を
曲
行
し
て
會
員
に
會
務
を
報
告
し
、
昨
年
よ

り
史
料
愛
蹟
等
を
絡
葉
書
に
調
製
し
て
會
員
に
配
布
す
る
こ
ミ
を

始
め
、
饒
に
七
寺
、
荒
子
擬
普
寺
、
馬
島
明
器
院
、
名
古
屋
総
見

寺
、
編
徳
聖
徳
寺
、
名
古
屋
政
秀
寺
、
名
古
屋
聖
徳
寺
、
高
源
寺

水
野
太
郎
左
衛
門
氏
生
駒
鐘
氏
、
志
水
家
等
を
獲
行
し
た
り
、
該

総
葉
書
は
残
部
の
あ
る
限
り
會
員
外
ミ
難
も
希
望
者
に
實
費
頒
窟

を
な
し
つ
Σ
あ
り
。
事
務
所
は
名
古
屋
市
西
里
下
長
者
町
若
山
善

三
郎
氏
方
ざ
す
。
（
幹
事
若
山
善
三
郎
逆
撫
）

　
　
働
史
料
綜
魔
の
豫
約
出
版

　
大
日
本
史
料
は
目
下
鎖
編
…
の
翫
版
綴
綾
羅
な
る
も
、
其
完
成
に



ば
爾
ほ
鍬
十
年
の
歳
月
を
要
す
る
は
望
洋
の
歎
な
き
に
あ
ら
す
、

同
書
は
編
年
禮
に
て
各
種
の
史
料
を
編
纂
せ
る
も
の
に
し
て
、
其

腿
裁
は
年
月
日
の
下
に
、
細
大
漏
ち
さ
す
、
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
網

羅
し
、
侮
條
の
初
に
綱
丈
ε
臥
し
て
簡
輩
に
是
等
史
料
の
大
綱
を

掲
ぴ
た
る
も
の
な
る
が
、
從
來
編
纂
者
の
便
に
供
す
る
爲
め
其
稿

本
の
成
る
に
從
っ
て
，
遺
嘱
の
綱
文
及
び
其
條
下
の
史
料
の
書
名

丈
を
抄
出
せ
る
史
料
綱
文
な
る
も
の
を
作
り
、
積
ん
で
二
百
五
珊

S
な
り
、
今
日
に
て
は
編
纂
者
は
も
S
よ
り
、
學
者
著
述
家
の
利

用
し
て
至
便
ミ
す
る
ε
こ
ろ
な
り
。
今
回
史
料
編
纂
掛
に
て
は
廣

く
豫
約
を
募
り
て
こ
れ
を
頒
た
ん
か
爲
め
、
其
題
號
を
史
料
綜
寛

ミ
改
め
、
印
刷
嚢
行
を
印
刷
局
内
朝
陽
會
に
託
し
、
既
に
第
↓
巻

の
印
刷
を
了
せ
り
。
本
書
は
上
は
六
國
史
の
後
を
承
け
て
李
安
朝

時
代
よ
り
下
は
明
治
維
新
前
に
至
る
迄
全
部
十
六
冊
、
誤
配
二
段

組
、
一
冊
約
七
百
頁
、
毎
年
三
四
冊
を
獲
行
し
、
四
箇
年
を
以
て

虐
皇
恩
を
期
す
ε
い
ふ
、
思
ふ
に
本
書
は
大
日
本
史
料
編
纂
の
虐
即
成

を
告
げ
ざ
る
間
も
、
こ
れ
に
糠
り
て
各
畔
代
に
亙
れ
る
國
史
の
全

局
面
を
大
槻
す
る
を
得
、
夏
に
其
研
究
を
進
め
ん
ざ
す
る
も
の
に

は
、
引
用
書
に
就
き
て
瞼
禺
の
便
あ
り
、
大
日
本
史
料
の
完
成
後

躯
入
谷
　
會
　
報

は
又
其
好
索
引
ミ
し
て
永
く
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
ミ
を
得
べ
し
、

冬
冊
金
八
圓
、
豫
約
申
込
所
は
東
京
市
麹
町
腿
印
刷
局
内
朝
陽
會

（
振
替
口
座
｛
果
｛
尽
四
一
二
六
〇
五
番
V
な
り
O

會

悪露

　
　
翻
曾
　
員
動
　
静

　
　
　
　
□
入
　
　
　
會

東
京
市
外
千
駄
谷
町
艶
情
一
二
八
五

　
　
ρ
右
紹
介
者
、
岩
松
五
良
）

東
京
市
牛
込
懸
像
丁
町
七
八

　
　
（
右
紹
介
者
、
板
起
武
雄
）

東
京
市
本
郷
涯
駒
込
林
町
｝
八
一
、
鈴
木
方

　
　
（
右
紹
介
者
、
植
村
清
二
）

京
都
帝
國
大
學
丈
帯
心
史
肇
科
湿
生

同東
京
市
本
郷
輝
毫
釘
四
四
、
編
榮
新
館

　
　
（
右
紹
介
者
、
那
波
利
貞
）

纂
三
號
　

叫
五
九
（
五
二
一
）

橋
村
　
博

入
江
杣
政

岩
生
成
一

徳
重
淺
吉

塚
木
常
雄

中
江
喬
三



第
入
巻
　
　
會
　
　
報

、

東
京
市
本
郷
引
分
駄
木
町
五
一
　
　
　
　
　
　
　
西
尾
錠
吹
輝

国
京
市
四
谷
匿
元
町
五
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
李
澁
港

東
京
市
紳
配
簸
西
小
川
町
U
ノ
一
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
求

　
　
（
右
紹
介
者
、
三
浦
周
行
）

京
郡
市
下
京
睦
東
洞
院
萬
年
寺
下
ル
、
薗
田
方
　
　
村
田
次
郎

　
　
（
右
紹
介
者
、
天
沼
俊
｛
）

　
　
　
　
日
記
　
　
　
亡

川
島
元
次
郎

　
　
　
　
□
韓
　
　
居

東
京
府
…
下
大
森
山
斑
こ
六
九
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
小
津
龍
之
助

長
野
縣
南
安
曇
郡
明
盛
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
澤
蔵
入

　
　
爾
寄
贈
交
換
圖
書

武
家
時
代
の
研
究
　
第
扁
巻
　
　
　
　
　
　
　
富
　
　
山
　
　
房

．
近
世
和
歌
史
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
太
信
綱

・
潜
函
堂
鶏
肋
革
巻
｝
　
　
　
　
杉
浦
丘
園

束
縛
學
報
　
一
三
の
一
　
　
　
，
　
　
東
洋
馬
瀬
愚
頑
調
査
部

史
墨
雑
誌
　
三
四
の
三
、
四
、
五
、
六
　
　
史
　
　
學
　
　
會

・
東
洋
哲
學
三
〇
の
三
、
四
、
五
　
　

東
洋
大
學

●

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
工
ハ
○

歴
史
雛
理
　
閥
｝
の
三
、
四
、
五
、
六

史
　
　
學
　
二
の
二
、
三

國
學
院
雑
誌
　
二
九
の
一
一
T
六

佛
敏
研
究
四
の
一

龍
谷
大
，
學
論
叢
　
二
四
八
、
二
四
九

人
類
學
雑
誌
　
三
八
の
二
、
一
『
四

経
濟
込
醐
…
叢
　
　
～
ゐ
ハ
（
の
五

法
律
及
政
冶
　
二
の
三
、

國
學
季
刊
　
一
の
こ

突
學
窪
々
報
二

系
譜
S
傳
寵
こ
の
M

雅
誌
索
6
一
一
の
↓

伊
豫
史
談
　
三
二

　
　
魎
編
纂
除

五
、
六

言

（
五
ご
二
）

　
日
本
歴
史
地
理
學
會

　
三
田
史
學
魯

　
國
學
院
大
學

大
谷
大
學
佛
敏
研
究
曾

　
龍
谷
大
墨
論
叢
祉

　
東
京
人
類
墨
・
曾

京
都
帝
國
大
恥
経
、
濟
學
會

　
　
明
大
學
會

　
．
國
立
北
京
大
學

　
．
寄
宮
皇
學
館
史
學
會

　
　
太
　
　
田
　
　
亮

　
　
下
戸
前
繁
松

　
　
伊
勢
史
談
會

　
『
研
究
の
栞
』
欄
連
載
中
の
「
歓
米
人
の
書
け
る
日
本
史
の
栞
」
は

本
影
に
て
終
結
し
た
る
を
以
て
、
次
號
よ
り
は
最
近
回
米
よ
り
臥

煙
せ
ら
れ
た
る
工
學
博
士
天
沼
俊
一
氏
の
「
日
本
古
建
築
研
究
の

栞
」
の
綾
稿
を
掲
載
す
べ
し
。


